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要旨：構造物への地震時慣性力を低減する方法として，コンクリートの軽量化が挙げられる。

コンクリートを軽量化する方法には，軽量粗骨材が用いられることが多い。しかし，軽量骨

材として軽量粗骨材のみを用いたコンクリート（軽量コンクリート１種）は骨材強度が十分

でないため高強度化が望めず，また，引張強度やせん断耐力が普通コンクリートに比べ小さ

くなる問題がある。そこで，上記影響が小さいと考えられる軽量細骨材を用いたＲＣ梁のせ

ん断試験により，普通コンクリートとの比較を行ない，その効果を確認した。 

キーワード：軽量細骨材，せん断，RC 梁部材，破壊モード 

 

1. はじめに 

人工軽量骨材は、構造物の軽量化を目的とし

て，高層建築物のスラブや外壁材に主に使用さ

れてきた。しかし，近年では橋梁の桁や床版，

橋脚等の土木構造物にも徐々に使用されており，

使用用途が拡がってきている。 

しかし，軽量骨材コンクリートの土木構造物

への適用には様々な問題があり，引張強度・せ

ん断耐力・付着強度等が普通コンクリートと比

較して劣るとされている。特にせん断耐力に関

しては，同一圧縮強度において，細骨材・粗骨

材全てに軽量骨材を使用した軽量骨材コンクリ

ートは，普通コンクリートのせん断耐力の 70％

とするとコンクリート標準示方書（構造性能照

査編）に規定されている 1)。一方，ヨーロッパで

は，軽量骨材コンクリートのせん断耐力の低下

は，コンクリートの単位容積質量の関数である

低減係数で表現する方法を検討している 2)。 

また，最近の土木業界の傾向として，高強度

材料の使用が多くなってきている。軽量骨材コ

ンクリートは，細骨材・粗骨材共に軽量骨材を

使用する「軽量コンクリート２種」と，普通細

骨材と軽量粗骨材を使用した「軽量コンクリー

ト１種」の２種類が存在する。しかし，軽量粗

骨材は，普通粗骨材に比べ骨材強度が十分でな

いため，軽量骨材コンクリートは，圧縮強度が

約 60N/mm2 程度で頭打ちとなることが知られて

いる 3)。 

そこで，本研究では軽量粗骨材を使用せず，

軽量細骨材と普通粗骨材を使用したコンクリー

ト（以下，軽量細骨材コンクリートと称す）に

着目した。供試体は，実構造物の 1/4 モデルとな

る RC 梁部材を作製し，比較水準として，コンク

リートの種類，コンクリートの圧縮強度，せん

断スパン比を選択した。試験は，RC 梁の曲げせ

ん断試験を実施した。その結果を踏まえ，普通

コンクリートと軽量コンクリート１種との比較

により，軽量細骨材コンクリートのせん断特性

を明らかにした。 

 

2. 試験概要 

2.1 使用材料 

試験に使用した材料及び基本物性を表－１に

示す。軽量骨材はプレウェッティングしたもの

を使用した。高性能減水剤（SP）の使用により，

練り上がりのスランプを 18±2(cm)となるよう
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に調整した。空気量はその増減による強度のば

らつきを小さくするため，消泡剤（AF）を用い

2.0%以内に設定した。 

2.2 コンクリートの配合 

各種コンクリートの配合を表－２に示す。表

中の括弧は，軽量骨材の絶対容積を示す。石灰

石微粉末（LS）は，コンクリート中の粉体量が

同じとなるように配合した。粉体量が全て等し

いため，s/a を同じにすることで，粉体・細骨材・

粗骨材の体積比は全て同一となっている。 

2.3 比較水準 

表－３に比較水準を示す。比較水準は，コン

クリートの種類，コンクリートの圧縮強度，せ

ん断スパン比となっている。コンクリートの種

類は，普通コンクリートと比較することで，そ

の耐力差を確認でき，またせん断スパン比は，

せん断引張破壊とせん断圧縮破壊（ディープビ

ーム形状）となるように，それぞれ 3.0 と 2.0 を

選択した。 

2.4 強度試験結果 

表－４にコンクリートの強度試験結果を，表

－５に鉄筋の強度試験結果を示す。多少のばら

表－１ 使用材料一覧 

材料 記号 種類 備考 

セメント C 普通ポルトランドセメント 密度 3.16(g/cm3)，比表面積 3300(cm2/g) 

細骨材 
SN 

SL 

普通細骨材（小笠産陸砂） 

軽量細骨材（人工軽量骨材）

表乾密度 2.61(g/cm3)，F.M2.64 

絶乾密度 1.70(g/cm3)，吸水率 14％，F.M2.73 

粗骨材 
GN 

GL 

普通粗骨材（岩瀬産砕石） 

軽量粗骨材（人工軽量骨材）

表乾密度 2.63(g/cm3)，F.M6.09 

絶乾密度 1.25(g/cm3) ，吸水率 28％，F.M6.39 

LS 石灰石微粉末 密度 2.70(g/cm3) ，比表面積 3960(cm2/g) 

SP 高性能減水剤 ポリカルボン酸エーテル系化合物 混和材 

AF 消泡剤 ポリアルキレングリコール誘導体 

表－２ コンクリートの配合表 

W C LS SN SL GN GL
SP

C×(%)
AF

C×(%)

25 64 83 199 190 1.1

40 42 60 274 126 1.5

55 21 47 349 62 1.8

40 30 56 293 109 1.1

55 0 39 421 0 1.3

25 46 72 228 165 1.1

40 23 51 324 83 1.5

55 0 39 421 0 1.8

配合
強度

(N/mm2)

石灰石
微粉末
置換率
(vol.%)

W/C
(%)

記号

48

普通
コンクリート

軽量１種
コンクリート

軽量細骨材
コンクリート

s/a
(%)

単位量(kg/m3)

-165 - 653

165 879 - -

混和剤

165 879 - 960 -

0.2584

960

(365)

(337)
 

表－３ 比較水準 

3.0 2.0
普通コン NSNG-25-B NSNG-25-S

軽量細骨材 LSNG-25-B LSNG-25-S
軽量１種 － －

普通コン NSNG-40-B NSNG-40-S
軽量細骨材 LSNG-40-B LSNG-40-S
軽量１種 NSLG-40-B NSLG-40-S
普通コン NSNG-55-B NSNG-55-S

軽量細骨材 LSNG-55-B LSNG-55-S
軽量１種 NSLG-55-B NSLG-55-S

40

55

せん断スパン比

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
種
類

配
合
強
度

25
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つきはあるものの，目標強度に近い値となって

いることが分かる。 

2.5 供試体概要 

図－１に供試体概要（せん断スパン比 3.0 の試

験の場合）を示す。供試体は全長 1600(mm)で，

主鉄筋による端部破壊を防ぐために，主鉄筋に

フックを設け，端部に帯鉄筋を設置し主鉄筋を

固定した。載荷は幅 100(mm)，厚さ 30(mm)の金

属板を載荷装置との間にはさんで行なうことに

より，左右均等に力の伝達が行なわれるように

した。また支持板は，供試体が固定しないよう

にローラー支持とした。 

2.6 試験方法 

梁の載荷方法は，せん断スパン(a)＝516 と

344(mm)，有効高さ(d)＝172(mm)とし，せん断ス

パン比 3.0 と 2.0 となるように設置し，左右対称

１点載荷により行なった。載荷は，供試体中央

に油圧式の載荷装置により行ない，ロードセル

により，供試体中央荷重を測定した。また，供

試体中央下縁に変位計を設置し供試体中央変位

を測定した。ただし，載荷位置真下の変位計で

測定した値を中央変位とするが，荷重が偏心し

た場合，中央から 160mm 左右に離れた変位計の

値の平均値を中央変位とした。せん断スパン比

2.0 の試験を行なう場合は，支持板を移動するこ

DisplacementDisplacement

図－１ 供試体概要 

表－４ コンクリート強度試験結果（左：圧縮強度 右：引張強度）単位：N/mm2 

3.0 2.0
普通コン 24.4 24.9

軽量細骨材 25.6 23.7
軽量１種 － －

普通コン 41.7 42.7
軽量細骨材 46.4 37.9
軽量１種 37.8 42.4
普通コン 52.8 59.6

軽量細骨材 51.0 53.7
軽量１種 54.8 55.9

せん断スパン比

25

40

55

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
種
類

配
合
強
度

 

3.0 2.0
普通コン 2.2 2.3

軽量細骨材 2.2 2.3
軽量１種 － －

普通コン 3.3 3.1
軽量細骨材 3.3 3.1
軽量１種 3.4 2.6
普通コン 3.6 3.7

軽量細骨材 3.5 3.7
軽量１種 3.3 3.4

せん断スパン比

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
種
類

配
合
強
度

25

40

55

 

表－５ 鋼材試験結果 
（※１：フックつきのもの ※２：フックなしのもの）

降伏点 引張強さ 伸び

(%)

D6 323 504 26 Good

D10※1 404 572 26 Good

D10※2 378 557 25 Good

(N/mm2)
曲げ試験

 
写真－１ 試験状況 
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表－６ 中央荷重最大値結果とせん断破壊モード結果 

最大値(kN) 破壊モード 最大値(kN) 破壊モード

普通コン 115.3 せん断引張破壊 251.2 せん断圧縮破壊

軽量細骨材 119.4 せん断引張破壊 235.0 せん断圧縮破壊

軽量１種 － － － －

普通コン 155.5 せん断引張破壊 321.0 せん断圧縮破壊

軽量細骨材 145.0 せん断引張破壊 279.5 せん断圧縮破壊

軽量１種 132.5 せん断引張破壊 254.8 せん断圧縮破壊

普通コン 156.0 せん断引張破壊
（せん断耐力頭打ち）

335.7 曲げ降伏先行型
せん断破壊

軽量細骨材 189.1 せん断引張破壊 325.0 せん断圧縮破壊
（せん断耐力頭打ち）

軽量１種 161.4 せん断引張破壊 315.7 せん断圧縮破壊

せん断スパン比

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
種
類

配
合
強
度

25

40

55

3.0 2.0

 

とにより試験を行なった。曲げ／せん断試験状

況を写真－１に示す。 

3. せん断試験結果 

3.1 供試体ひび割れ状況 

写真－２～７に載荷終了後の供試体ひび割れ

状況を示す。写真は，圧縮強度 40N/mm2 でせん

断スパン比が 3.0 と 2.0 のものを示している。写

真中に示している数値は，ひび割れ進展時の供

試体中央荷重の値である。 

写真より，せん断スパン比が 3.0 のものは片面

でのみだがせん断引張破壊を生じており，主鉄

筋のダウエル効果が目視で確認できるほどひび

割れ幅が大きいことが分かる。しかし，せん断

スパン比が 2.0 のものは，せん断圧縮破壊を生じ

ており，載荷位置であるコンクリート上縁の圧

壊が確認できた。コンクリートの種類が及ぼす

影響は，曲げひび割れの進展の違いが顕著に現

れており，曲げひび割れの数が，普通コンクリ

ート，軽量細骨材コンクリート，軽量１種コン

クリートの順に小さくなっていることが分かる。

これは，離散ひび割れ型と局部集中ひび割れ型

の違いによるもので，静弾性係数の違いにより

生じているものと考えられる。斜めひび割れの

状況は，コンクリートの種類により違うという

ことは確認できなかった。 

3.2 中央荷重－中央変位関係 

表－６に中央荷重最大値結果とせん断破壊モ

ード結果，図－２～図－４に供試体中央荷重－中

央変位関係を示す。表より中央荷重最大値は，低

強度（25N/mm2）では大きな差はないことが分か

る。しかし，中強度（40N/mm2）では，供試体中

央荷重が，普通コンクリート，軽量細骨材コンク

 

 
写真－２ NSNG-40-B ひび割れ状況     写真－３ NSNG-40-S ひび割れ状況

 
写真－４ LSNG-40-B ひび割れ状況     写真－５ LSNG-40-S ひび割れ状況

 
写真－６ NSLG-40-B ひび割れ状況     写真－７ NSLG-40-S ひび割れ状況
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リート，軽量１種コンクリートの順に小さくなっ

ており，普通コンクリートに比べ軽量細骨材コン

クリートは約 90%に低下，軽量１種コンクリー

トは約 80%に低下となっていることが分かる。

これは，骨材破壊の有無が要因であると考えられ

る。つまり，低強度では，骨材強度の方がコンク

リート中のモルタル強度よりも大きいため，骨材

破壊が発生せず，せん断耐力が同等となったと考

えられるが，中強度では，骨材強度がモルタル強

度と同等程度なので，骨材破壊が発生し，せん断
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図－２ 供試体中央荷重－中央変位関係（圧縮強度 25N/mm2） 
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図－３ 供試体中央荷重－中央変位関係（圧縮強度 40N/mm2） 
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図－４ 供試体中央荷重－中央変位関係（圧縮強度 55N/mm2） 

(a)せん断スパン比 3.0 の供試体 (b)せん断スパン比 2.0 の供試体 

(a)せん断スパン比 3.0 の供試体 (b)せん断スパン比 2.0 の供試体 

(a)せん断スパン比 3.0 の供試体 (b)せん断スパン比 2.0 の供試体 
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耐力に差が生じたと考えられる。高強度

（55N/mm2）では，せん断スパン比 3.0 の軽量細

骨材コンクリートが普通コンクリートの最大荷

重を大きく上回る結果となっているが，ひび割れ

状況が他の供試体と違い，片面破壊ではなく両面

破壊を生じたためだと考えられる。また，高強度

の供試体に関しては，せん断耐力の頭打ち現象が

発生しており，普通コンクリートでは，供試体中

央荷重の最大値が増加していないことが分かる。

さらに，普通コンクリートでせん断スパン比 2.0

の供試体は，供試体最下縁の主鉄筋が降伏し，そ

の後，断面耐力が低下することによりせん断破壊

を生じる曲げ降伏先行型せん断破壊を生じてお

り，この現象は図－４より推察できる。上記より，

高強度域の軽量骨材コンクリートは，同一強度に

おける普通コンクリートの水準で生じたせん断

耐力の頭打ち現象により，普通コンクリートと同

程度のせん断耐力まで追いつくことが分かる。し

かし，高強度域に関しては，更なる検討が必要で

あると考えられる。 

 

6. まとめ 

人工軽量骨材コンクリートのせん断特性を明

らかにする目的で，人工軽量骨材を用いたＲＣ梁

のせん断試験を実施した。それにより得られた結

果をまとめると以下のようである。 

(1) せん断スパン比の違いは，コンクリートの種

類によらずせん断破壊モードに影響を与え

る。 

(2) 各種コンクリートの静弾性係数の違いによ

り，ひび割れの進展状況が大きく違う。 

(3) 圧縮強度が 25N/mm2 程度の低強度では，軽

量細骨材を用いた軽量細骨材コンクリート

のせん断特性は，普通コンクリートとほとん

ど変わらない。 

(4) 圧縮強度が 40N/mm2 程度の中強度では，せ

ん断耐力の大小は，普通コンクリート，軽量

細骨材コンクリート，軽量１種コンクリート

の順に小さくなっており，普通コンクリート

に比べ軽量細骨材コンクリートのせん断耐

力は約 90%に低下，軽量１種コンクリート

のせん断耐力は約 80%に低下となった。こ

れは，軽量骨材の骨材破壊の有無が影響して

いると考えられる。 

(5) 圧縮強度が 55N/mm2 程度の高強度では，普

通コンクリートと軽量細骨材コンクリート

の供試体に，せん断強度の頭打ち現象が発生

した。 

(6) 高強度域の軽量骨材コンクリートは，同一強

度における普通コンクリートの水準で生じ

たせん断耐力の頭打ち現象により，普通コン

クリートと同程度のせん断耐力まで追いつ

く。 

 

参考文献 

1) （社）土木学会：コンクリート標準示方書 構

造性能照査編，2002 

2) J. Walraven ：  Design of structures with 

lightweight concrete：Present status of revision of 

EC-2，pp.57-70，2000.6 

3) 石川寛範，藤木栄一，成川史春：軽量細骨材

と砕石を用いたコンクリートの基礎的研究，

軽量コンクリートの性能の多様化と利用の拡

大に関するシンポジウム論文集，2000.8 

4) 土屋智史，三島徹也，前川宏一：高強度構成

材料を用いた RC 梁部材のせん断破壊と数値

性能評価，土木学会論文集，No.697/V-54，

pp.65-84，2002.2 

5) 二羽淳一郎，山田一宇，横沢和夫，岡村甫：

せん断補強筋を用いない RC 梁のせん断強度

式の再評価，土木学会論文集，No.372/V-5，

pp.167-176，1986.8 

6) 舟橋政司，原夏生，横田弘，二羽淳一郎：高

性能軽量コンクリートを用いた RC 梁のせん

断耐力，コンクリート工学年次論文集，Vol.23，

No.3，2001 

7) 石川雄康，國分勝郎，森大介，岡本享久：高

性能軽量骨材を用いたコンクリートの破壊挙

動に関する実験的研究，土木学会論文集，

No.725/V-58，pp.1-13，2003.2 

-1548-



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


